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要 旨

大分県が設置している大気常時監視測定局１０局を９局に再編するため、２０１５年度から２０２２年度までの大気
常時監視測定局１３局の測定値を解析することにより、廃止する大気常時監視測定局の候補を選定した。その
結果、臼杵市の測定値が大分市や豊後大野市に類似していることが明らかになったため、臼杵市の大気常時
監視測定局を廃止する再配置案を作成した。

大分県における大気常時監視測定局の再配置について

は じ め に

大気汚染防止法第22条の規定に基づく大気の汚
染の状況の常時監視に関する事務の処理基準（令和
5年11月9日付環水大管発第2311092号及び環水大モ
発第2311092号）では、人口75,000人当たりに1つ
の大気常時監視測定局を設置することとされてい
る。大分県(大分市内を除く)では、大気常時監視測
定局が10局設置されているが、令和2年に行われた
国勢調査によると、大分県(大分市を除く)の人口は
648,238人であり、必要局数は9局となったことか
ら、大気常時監視測定局の再配置案の作成につい
て、県環境保全課から要望があった。

本研究では、大気常時監視測定局の地理的な配置
状況及び2015年度から2022年度までの大気常時監
視測定局13局(大分県が設置した10局と大分市が設
置した測定局のうちの3局)の測定値を解析すること
により、廃止する大気常時監視測定局の候補の選定
を行ったので報告する。

方 法

1廃止する大気常時監視測定局の候補の選定

1.1 地理的なバランスからの検討

現在の大気常時監視測定局は、工場が多く立地し
ている地域に重点的に設置されていることから、密

に設置されている地域から廃止する候補を選定する
こととした。

1.2 階層クラスター分析による類似測定局の検索

階層クラスター分析は、異なる性質のものが混ざ
り合っている集団から互いに似たものを集めてクラ
スターをつくり、対象を分類する方法である。

今回は、各大気常時監視測定局の「二酸化硫黄(
以下、「SO2」という。)」「一酸化窒素(以下、
「NO」という。)」「二酸化窒素(以下、「NO2」
という。)」「光化学オキシダント(以下、「Ox」」
という。)」「浮遊粒子状物質(以下、「SPM」」と
いう。)」「微小粒子状物質(以下、「PM2.5」という。
)」の1時間値の平均値(2015年度から2022年度まで
の1時間値を算術平均したもの)を算出し、フリーソ
フトのRソフトを用いウォード法で分類を行った。
分析結果はデンドログラム(樹形図)で示すこととし
た。

1.3 相関係数の算出による類似測定局の検索

相関係数は、2つのデータの直線的な関係の強さ
を表す数である。今回は、環境基準を超過するおそ
れの高いOx(1時間値)とPM2.5(日平均値)の各測定局
間の相関係数を算出し、測定値が似ている測定局を
検索した。

※1 大分県循環社会推進課
※2 大分県防災局消防保安室
※3 大分県産業科学技術センター
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図1 地理的なバランスから選定した廃止測定局の候補

図2-1 県測定局10局

+大分市3局（戸次中+佐賀関小＋王子中）

図2-2県測定局10局

+大分市2局（戸次中+佐賀関小）

図2-3県測定局10局 +大分市1局（戸次中）

図2-4県測定局10局

2 光化学オキシダント予報及び注意報の発令対象地

域及びPM2.5注意喚起対象区域の検討

Oxの1時間値が0.1ppmを超えてさらに状態の悪
化が認められるときは光化学オキシダント予報を、
0.12ppmを超過してその状態が継続する場合は光化
学オキシダント注意報を発令することとしている。
また、PM2.5の1日平均値が70µg/m3を超えることが
予測される場合は注意喚起を行うこととしている。

上記1により選定された廃止する大気常時監視測
定局の測定値が環境基準を超過した際の挙動につい
て、相関係数の算出により、対象地域（区域）の再
編成について検討した。

結 果

1廃止する大気常時監視測定局の候補の選定

1.1 地理的なバランスからの検討

現在の測定局は、図1のとおり工場が多く立地し
ている地域に重点的に設置されていることから、
「別府市(廃止候補①)・由布市(廃止候補②)・日出
町(廃止候補③)・臼杵市(廃止候補④)・津久見市(廃
止候補⑤)・佐伯市(廃止候補⑥)」の中から廃止候
補を探すのが適当ではないかと考えた。

1.2 階層クラスター分析による類似測定局の検索

階層クラスター分析では、縦軸の低い位置でカッ
プリングされた測定局ほど測定値の類似性が高い。
解析の結果、図2-1から図2-4に示すとおり、「臼杵
市(廃止候補④)と戸次中学校」「別府市(廃止候補
①)と国東市」「臼杵市(廃止候補④)と豊後大野市」

の類似性が高いことが明らかになった。

大分県衛生環境研究センター年報 第52号,33～79(2024)調査・事例

７０



表1 Ox(1時間値)の各測定局の相関係数

表2 PM2.5 (1日平均値)の各測定局の相関係数

表3 臼杵市のOxが環境基準(0.06ppm)を超過した時間

帯の各測定局の相関係数

図3 臼杵市のOxが環境基準(0.06ppm)を超過した時間

帯の風向・風速

表4 臼杵市のOxが0.10ppmを超過した時間帯の各測定

局の1時間値

1.3 相関係数の算出による類似測定局の検索

Ox(1時間値)の各測定局間の相関係数を算出した
結果を表1に示す。日田市を除く各測定局で強い相
関(r>0.7)が見られた。

PM2.5の1日平均値について、各測定局間の相関係
数を算出した結果を表2に示す。日田市を除く各測
定局で強い相関(r>0.7)が見られた。

1.1～1.3の結果から、廃止する測定局の候補を
「臼杵市(廃止候補④)」に絞り込んだ。

2 光化学オキシダント予報及び注意報の発令対象地

域及びPM2.5注意喚起対象区域の検討

2.1 臼杵市のOx濃度上昇時の解析

臼杵市においては光化学オキシダント予報及び注
意報を過去に一度も発令したことがない。今回解析
したデータにおいても予報発令レベルの0.10ppmを
超える測定値があったが、注意報発令レベルの0.12
ppmを超える測定値はなかった。

臼杵市のOxが高濃度になった際の挙動を解析す
るため、Oxの1時間値が環境基準である0.06ppmを
超過した測定値(2,985時間分)を抽出し、他の測定
局との相関係数を算出した結果を表3に示す。臼杵
市と最も相関係数が高かったのは別府市(r=0.553)
で、相関係数が0.7以上の強い相関を示す測定局は
なかった。従って、臼杵市のOxが高くなっている

かどうかを他の測定局の単体のOxの測定値から判
断するのは困難である。

次に、臼杵市のOxが環境基準を超過した時間帯
の風向・風速を解析したところ、北東方向の海風が
卓越していることが判明した(図3参照)。

臼杵市のOxが予報発令レベルの0.10ppmを超え
た時間帯の各測定局の1時間値を表4に示す。臼杵
市のOxが0.10ppm以上になったのは9時間分あった
が、そのうち8時間分については周辺の測定局(大分
市戸次中学校、佐伯市、津久見市、豊後大野市)で
も高いOxを観測していた。

このことから、以下の条件が揃った場合に臼杵市
に光化学オキシダント予報又は注意報を発令すれば
良いのではないかと考えた。
(1) 予報発令の条件
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表5 臼杵市のPM2.5が環境基準を超過した日の各測定局の

相関係数

図4大気常時監視測定局の再配置計画(案)

ア 大分市中部、佐伯市、津久見市、豊後大野市
のいずれかの測定局において、Oxが0.10ppm
を超えさらに状態の一段の悪化が予測されると
き

イ 臼杵市に北東方向の風が吹いていること
(2) 注意報発令の条件

ア 大分市中部、佐伯市、津久見市、豊後大野市
のいずれかの測定局において、Oxが0.12ppm
を超え、状態の継続が認められるとき

イ 臼杵市に北東方向の風が吹いていること

2.2 臼杵市のPM2.5濃度上昇時の解析

臼杵市においては、PM2.5の日平均値が70µg/m3ま
で上昇することはなかった。PM2.5の日平均値が環
境基準である35µg/m3を超過した測定値(15日分)を
抽出し、他の測定局との相関係数を算出した結果を
表5に示す。

環境基準超過時は、戸次中学校(r=0.745)及び日
出町(R=0.709)との相関が高いことが判明した。

3大気常時監視測定局の再配置の検討

以上のことから、臼杵市の大気常時監視測定局を
廃止し、図4のとおり大気常時監視測定局の再配置
案を作成した。

考 察

臼杵市のOx濃度上昇の原因について

瀬戸内海沿岸には、Oxの前駆体となる窒素酸化
物や非メタン炭化水素を排出する工場が多数存在し
ているが、海上には船舶以外の窒素酸化物の排出源
がほとんどない。燃焼により発生する窒素酸化物は
大部分がNOでありOxを分解する働きを持つが、空
気中で酸化されてNO2になると、逆にOxの原因と
なる。沿岸部で生成した高濃度のOxが陸風で瀬戸
内海へ運ばれた場合、海上にはNOの発生源がほと
んどなくOxの分解が進行しにくいため、Oxが高濃
度のまま残存する可能性が高い。高濃度のOxを含
む気塊が北東方向の海風により臼杵市に向かって流
れた場合、臼杵市にはNOの大発生源がないために
Oxの分解が進行しにくく、一時的に高濃度になる
可能性が考えられる。

なお、この仮説が正しければ、臼杵市のOxが高
くなった際に隣接する津久見市のOxも高くなるは
ずであるが、臼杵市のOxが環境基準を超過した時
間帯の両測定局間の相関係数はr=0.467に過ぎず、
Oxの挙動が類似しているとは言えない。この原因
としては、津久見市にNOの大発生源が設置されて
いるため、Oxの分解が進むことが考えられる。
(※ 2015年度から2022年度までのNOの1時間値の平
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均値は臼杵市で0.0024ppm、津久見市で0.005ppm
であり、約2倍の差がある。)

お わ り に

廃止する大気常時監視測定局の候補として臼杵市
を選定したが、臼杵市のOxが高濃度になっている
かどうかを周辺の測定局のOxから推測するのは容
易ではないことが分かった。今後は、気象データ等
を活用しながら、臼杵市の高濃度Oxを把握する手
法を検討していきたい。
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